
１９６１年１月１６日 第３種郵便物認可 ２００１年１２月１日 第４７４号（毎月１回１日発行１部５０円）
（加盟団体関係者の講読料については、負担金に含まれている。）

ZENBUTSU

仏暦２５４４年１２月（２００１年）
財団法人 全日本仏教会

大谷暢顯会長を導師に営まれた、第三十八回全日本仏教徒会議での記念法要
（関連記事４頁）

理事会開催
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本
会
理
事
会
が
、
去
る
十
一
月
一
日
午
後
二
時
か

ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
三
帰

依
文
唱
和
に
続
い
て
、
石
上
智
康
理
事
長
を
議
長
に
、

大
竹
明
彦
・
加
納
博
司
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に

選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
平
成
十
四
年
度
予
算
編
成
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

石
上
議
長
よ
り
上
程
。
倉
澤
財
務
部
長
が
（
負
担

金
は
据
置
、
事
務
所
設
備
修
繕
費
の
新
設
等
）
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
一
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

状
況
報
告
」

青
地
敬
水
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
ネ

パ
ー
ル
国
と
の
マ
ヤ
堂
修
復
・
設
計
の
折
衝
状
況
を

中
心
に
現
況
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
マ
ヤ
堂
遺
跡

考
古
学
調
査
報
告
書
遺
構
編
英
文
版
仮
本
を
配
布
し

概
要
説
明
を
行
う
と
共
に
、
こ
の
事
業
の
当
初
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
収
支
明
細
等
に
つ
い
て

資
料
を
も
と
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
事
業
継
続
の
た

め
の
資
金
調
達
問
題
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
た
。

報
告
事
項
二
「
戒
名
・
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
戒

名
・
法
名
に
つ
い
て
』
発
刊
に
つ
い
て
」

吉
橋
総
務
部
長
よ
り
、
昨
年
か
ら
戒
名
・
法
名
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会
で
検
討
し
て
き
た
同
小
冊

子
が
十
月
に
完
成
し
、
見
本
を
加
盟
団
体
に
配
布
し

頒
布
を
開
始
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
事
項
三「
『
第
二
次
世
界
大
戦
犠
牲
霊
骨
還

国
奉
安
』
協
力
依
頼
の
件
」

韓
国
の
仏
教
会
を
介
し
て
、
現
在
東
京
中
目
黒
の

祐
天
寺
で
お
預
か
り
し
て
い
る
千
三
百
余
体
の
遺
骨

の
返
還
の
要
請
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日

韓
仏
教
交
流
協
議
会
の
船
岡
芳
昭
事
務
局
長
よ
り
状

況
説
明
が
さ
れ
た
。

事
務
総
局
各
部
報
告

�
西
村
事
務
総
長
よ
り
、
日
本
テ
レ
ビ
の
「
歓
迎

ダ
ン
ジ
キ
御
一
行
様
」
の
番
組
内
容
が
仏
教
に
対
し

て
不
遜
な
点
が
多
々
あ
り
、
善
処
す
る
よ
う
要
請
書

を
提
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

�
倉
澤
財
務
部
長
よ
り
、
十
一
月
十
二
日
に
開
催

さ
れ
る
日
本
宗
教
連
盟
主
催
の
第
十
八
回
「
宗
教
と

税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
概
要
説
明
が
な
さ
れ
、
多

数
の
参
加
を
要
請
さ
れ
た
。

�
小
島
同
和
推
進
部
長
よ
り
、
十
一
月
十
五
日
に

大
阪
市
の
社
団
法
人
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
で
開

催
さ
れ
る
「
第
十
三
回
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修

会
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

�
渡
邊
社
会
部
長
よ
り
「
第
三
十
八
回
全
日
本
仏

教
徒
会
議
新
潟
大
会
」
が
加
盟
団
体
の
協
力
に
よ
り

十
月
十
日
、
十
一
日
両
日
に
渡
り
長
岡
市
に
お
い
て

盛
況
の
内
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

理

事

会

開

催

戒
名
・
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

戒
名
・
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会
が
作
成

を
進
め
て
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
戒
名
・
法
名
に
つ

い
て
」
が
こ
の
度
完
成
し
ま
し
た
。

一
部
百
円
で
、
頒
布
希
望
の
方
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

ハ
ガ
キ
で
、
�
氏
名
、
�
一
般
と
ご
寺
院
（
ご
宗
派

・
ご
寺
院
名
）
の
別
、
�
希
望
部
数
、
�
住
所
・
〒

番
号
、
�
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
し
て
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

（
送
料
・
梱
包
料
は
別
途
申
し
受
け
ま
す
。
同
封
の

振
込
み
用
紙
で
本
会
宛
振
り
込
み
下
さ
い
）

申
込
先

全
日
本
仏
教
会
・
総
務
部

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

電

話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇

全 仏
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（
質
問
）
借
地
人
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
申
し
出
て

き
ま
し
た
。
即
ち
、
今
般
借
地
上
に
新
た
に
建

物
を
新
築
し
た
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
自
分
は

年
金
生
活
者
で
収
入
も
少
な
い
の
で
ロ
ー
ン
を

組
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
同
居
し
て
い

る
息
子
が
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
う
す
る
と
建
物
は
息
子
名
義
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
息
子
名
義
に

契
約
書
を
書
き
替
え
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
わ
け
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

（
答
）
借
地
人
名
義
を
現
在
の
借
地
人
の
息
子

さ
ん
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
借
地
権
を
譲

渡
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
借
地
権
の

譲
渡
に
伴
う
譲
渡
承
諾
料
は
、
借
地
権
価
格
の

約
一
割
が
相
場
で
す
。

し
か
し
、
お
尋
ね
の
場
合
、
借
地
人
は
借
地

権
を
譲
渡
す
る
確
定
的
な
意
図
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
ロ
ー
ン
を
組
む
に
あ
た
っ
て
金
融
機

関
等
か
ら
指
摘
さ
れ
た
の
で
契
約
書
の
名
義
だ

け
を
便
宜
上
変
更
し
て
ほ
し
い
と
希
望
し
て
い

る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
ま
ず

第
一
の
論
点
で
す
。

第
二
は
、
借
地
権
の
譲
渡
に
伴
っ
て
対
価
の

支
払
い
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
売
買
契
約
が

借
地
人
と
そ
の
息
子
さ
ん
と
の
間
で
締
結
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
お
尋
ね
の
場
合
、

息
子
さ
ん
は
親
で
あ
る
借
地
人
に
土
地
代
金
を

支
払
う
意
図
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
般
に

は
な
い
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
対
価
の
支
払
い
が

な
け
れ
ば
、
借
地
人
が
そ
の
息
子
さ
ん
に
借
地

権
を
贈
与
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

借
地
権
は
更
地
価
格
の
六
割
と
か
七
割
と
か

云
わ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
そ
の
財
産
価
値
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
借
地
権
に

つ
い
て
も
相
続
税
の
対
象
に
な
り
、
更
地
と
同

じ
よ
う
に
路
線
価
に
従
っ
て
所
定
の
計
算
を
し

て
相
続
税
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
贈
与
す
れ
ば
贈
与
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

贈
与
税
は
相
続
税
の
補
完
税
で
す
が
、
相
続
税

と
異
な
っ
て
そ
の
税
率
は
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
条
件
に
も
よ
り
ま
す
が
借
地
権
価
格

の
三
分
の
一
近
く
な
る
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

も
っ
と
も
父
母
等
か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈

与
を
う
け
た
と
き
は
、
贈
与
税
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
一
千
万
円

の
贈
与
で
七
十
万
円
の
贈
与
税
、
一
千
二
百
万

円
の
贈
与
で
百
十
一
万
円
の
贈
与
税
で
す
。

そ
こ
で
お
尋
ね
の
場
合
、
私
だ
っ
た
ら
次
の

よ
う
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
借
地
人
が
本
当
に
息
子
さ
ん

に
借
地
権
を
譲
渡
す
る
意
志
な
の
か
ど
う
か
を
、

確
認
し
ま
す
。
売
買
な
の
か
、
贈
与
な
の
か
を

き
い
て
み
ま
す
。
売
買
な
ら
息
子
さ
ん
は
代
金

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
借
地
人
は
譲
渡

所
得
税
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
贈

与
な
ら
ば
息
子
さ
ん
は
多
額
の
贈
与
税
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
話
す
と
、
借
地
人
は
び
っ
く
り
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
か
良
い
方
法
は
な
い

も
の
か
と
き
い
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
地
主
と
し

て
は
、「
借
地
権
の
使
用
貸
借
に
関
す
る
確
認

書
」（
左
参
照
）
を
地
主
・
借
地
人
・
建
物
所

有
者
三
名
の
、
連
名
で
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

こ
の
確
認
書
を
提
出
し
て
お
き
ま
す
と
贈
与

税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
確

認
書
は
、
借
地
人
が
そ
の
息
子
に
無
償
で
「
ま

た
貸
し
」
す
る
こ
と
を
地
主
が
承
認
す
る
と
い

う
も
の
で
、
借
地
権
の
「
ま
た
貸
し
」
が
あ
っ

て
も
、
借
地
権
の
価
値
や
法
律
関
係
に
変
更
が

な
い
こ
と
を
税
務
署
に
確
認
し
て
も
ら
う
為
の

も
の
で
す
。

こ
れ
を
地
主
・
借
地
人
・
建
物
所
有
者
（
息

子
さ
ん
）
の
三
名
で
連
署
し
て
税
務
署
に
出
し

て
お
き
ま
す
と
、
借
地
人
の
相
続
人
（
そ
の
息

子
さ
ん
も
含
ま
れ
ま
す
。）
は
「
転
貸
し
て
い

る
借
地
権
」
で
は
な
く
、「
通
常
の
借
地
権
」

と
し
て
相
続
税
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
贈
与
税
を
払
う
よ
り
は
う
ん
と

安
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

右
の
こ
と
を
話
し
て
か
ら
、
地
主
と
し
て
は
、

新
築
の
承
諾
料
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
節
税
に
地
主
が
協
力
す
れ
ば
新
築
承

諾
料
の
協
議
も
う
ま
く
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

法
律
相
談
室

息
子
の
名
義
で
家
を
建
て
た
い
借
地
人

回
答
・
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士

借地権の使用貸借に関する確認書
（借受者）

（借地権者）
� 殿は、 殿

に対し、平成 年 月 日にその借地している下記所在の土

地
に 建 物 を 建 築 さ せ る こ と に な っ た が
の上に建築されている建物を贈与（譲渡）したが

その土地の使

用関係は使用貸借に基づくものであって、 殿の借
地権者としての従前の地位には何ら変更を来すものでない。

記
土地の所在

地 積

上記�の事実に相違なく、従って、今後相続税等の課税に当っては、建物の所有

者はこの土地について何らの権利を有せず、借地権者が借地権を有するものとして

取り扱われることを確認します。

平成 年 月 日
借 地 権 者（住所） （氏名） �

電話（ ）
建物の所有者（住所） （氏名） �

電話（ ）

	

上記�の事実に相違ありません。
平成 年 月 日

土地の所有者（住所） （氏名） �
電話（ ）

上記の事実を確認した。

平成 年 月 日

（確認者） 税務署 部門 担当者
�




（借地権者）

２００１年１２月１日
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第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
・
新
潟
大
会
が

平
成
十
三
年
十
月
十
日（
水
）、
十
一
日（
木
）の
両
日
、

「
わ
た
し
の
い
の
ち
あ
な
た
の
い
の
ち
尊
い
い
の
ち

M
y
L
ife,
Y
our
L
ife,
Precious

L
ife

」を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
新
潟
県
長
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
。

十
日
は
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
三
つ
の
分

科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
分
科
会
「
い
の
ち
」
で
は
、
真
言
宗
豊
山
派

僧
侶
で
医
師
の
田
中
雅
博
師
が
、
実
践
的
立
場
か
ら

生
命
倫
理
と
仏
教
の
問
題
を
講
演
。第
二
分
科
会「
教

育
」
で
は
、
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
の
押
谷
由
夫

氏
が
、「
自
己
の
生
命
を
見
つ
め
、
感
謝
す
る
心
と

大
志
を
は
ぐ
く
む
子
ど
も
を
育
て
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
現
代
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

第
三
分
科
会
「
環
境
」
で
は
、
真
宗
大
谷
派
僧
侶

で
医
師
の
北
澤
幹
男
師
が
、
開
業
医
の
立
場
か
ら
環

境
問
題
を
人
の
心
と
関
連
さ
せ
て
講
演
し
た
。
各
分

科
会
と
も
多
く
の
参
加
者
か
ら
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
大
会
テ
ー
マ
の
「
い
の
ち
」

に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
が
深
め
ら
れ
た
。

終
了
後
、
同
所
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
内
外
か
ら

の
来
賓
が
挨
拶
を
行
い
盛
会
で
あ
っ
た
。

十
一
日
は
、
午
前
中
長
岡
市
内
の
視
察
・
観
光
が

行
わ
れ
、
一
部
の
参
加
者
は
長
岡
西
病
院
に
あ
る
ビ

ハ
ー
ラ
病
棟
を
見
学
し
、
ビ
ハ
ー
ラ
僧
の
谷
山
洋
三

師
ら
か
ら
運
営
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
仏
堂
や

石
上
智
康
本
会
理
事
長
か
ら
中
村
啓
識
大
会
会
長
へ

大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
た
。
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My Life, Your Life,
Precious Life
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談
話
室
な
ど
を
見
学
し
た
。

午
後
一
時
か
ら
、
長
岡
市
立
劇
場
で
記
念
式
典
が

開
会
。
石
上
智
康
本
会
理
事
長
か
ら
、
中
村
啓
識
大

会
会
長
（
新
潟
県
仏
教
会
会
長
・
本
会
副
会
長
）
へ

大
会
旗
が
渡
さ
れ
、
続
い
て
大
谷
暢
顯
本
会
会
長
を

式
典
で
挨
拶
す
る
大
谷
暢
顯
会
長

記
念
講
演
す
る
豊
原
大
成
師

表

白

文

本
日
こ
こ
に
第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会

議
新
潟
大
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、
慎
ん
で

表
白
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
全
日
本
仏
教
会
は
、
昭
和
二
十
九

年
諸
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。そ

れ
以
来
今
日
ま
で
、
日
本
仏
教
徒
が
宗
派

や
地
域
の
垣
根
を
超
え
て
和
合
し
、
お
互
い
の

交
流
と
理
解
を
深
め
、
み
仏
の
慈
悲
の
心
を

人
々
に
伝
え
る
努
力
を
い
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
世
界
は
ま
す
ま
す
混
迷
と
争
い
を
続

け
、
そ
の
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
状
態
で
す
。

私
た
ち
仏
教
徒
は
本
大
会
を
期
し
て
、
さ
ら
に

み
ほ
と
け
の
も
と
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
「
心

の
平
和
」「
世
界
の
平
和
」「
い
の
ち
の
尊
さ
」

を
人
々
に
伝
え
、
闇
を
照
ら
す
光
と
な
る
こ
と

を
、
仏
陀
の
前
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
月
十
一
日

全
日
本
仏
教
会
会
長

第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

新
潟
大
会
総
裁

大

谷

暢

顯

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、
花
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。
価
格
は

従
来
通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実
費
ご
負
担
下

さ
い（
着
払
）。
お
申
し
込
み
は
五
枚
以
上
で
、
本
会

事
務
総
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二

六
〇
）
あ
る
い
は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
和
英
併
記
）

ご
希
望
の
方
は
本
会
事
務
総
局
（
電
話
○
三
―
三
四

三
七
―
九
二
七
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

花
ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー

本
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（たて５９４�×よこ４２０�）

２００１年１２月１日
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導
師
に
、
記
念
法
要
が
荘
重
に
勤
め
ら
れ
た
。
法
要

の
最
後
に
導
師
よ
り
「
心
の
平
和
」「
世
界
の
平

和
」「
い
の
ち
の
尊
さ
」
を
人
々
に
伝
え
る
こ
と
を

仏
陀
に
誓
う
表
白
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
「
い
の
ち
」
を
音
楽
と
映

像
に
よ
り
表
現
す
る
朗
読
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」、

地
元
の
悠
久
太
鼓
に
よ
る
「
響
け
い
の
ち
の
大
地
」

が
上
演
さ
れ
、
参
加
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
い

た
。次

に
、
大
会
総
裁
の
大
谷
暢
顯
本
会
会
長
の
挨
拶
、

石
上
智
康
本
会
理
事
長
に
よ
る
宣
言
（
日
本
仏
教
者

か
ら
の
平
和
へ
の
願
い
…
本
誌
前
号
で
紹
介
）、
中

村
啓
識
大
会
会
長
の
挨
拶
、
平
山
征
夫
新
潟
県
知
事

（
代
読
）、
森
民
夫
長
岡
市
長
の
来
賓
祝
辞
と
続
い

た
。
ま
た
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
賓
が
、
満
場
の
拍

手
の
も
と
紹
介
さ
れ
た
。

次
に
堀
井
博
長
岡
市
檀
信
徒
会
会
長
が
、
み
仏
の

慈
悲
の
心
を
ひ
ろ
め
人
類
の
幸
せ
と
世
界
平
和
に
努

力
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
決
意
宣
言
を
読
み
上
げ

た
。休

憩
を
は
さ
み
、
豊
原
大
成
師
（
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
宗
会
議
員
、
全
日
本
仏
教
会
元
常
務
理
事
）
が

「
い
の
ち
の
灯
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

師
は
、「
い
の
ち
を
良
く
生
き
る
こ
と
」
そ
の
大
切

さ
を
、
自
身
の
様
々
な
体
験
の
中
か
ら
、
身
近
な
例

を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
し
、
聴
衆
は
熱
心
に

式
典
で
披
露
さ
れ
た
「
悠
久
太
鼓
」

十
日
に
行
わ
れ
た
分
科
会（
於

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

分
科
会
で
熱
心
に
質
問
す
る
参
加
者

全 仏
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耳
を
傾
け
て
い
た
。

最
後
に
大
会
実
行
委
員
長
の
春
日
浩
三
師
（
長
岡

市
仏
教
会
会
長
）
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
二
日
間
に

亘
る
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

ま
た
、
大
会
の
一
環
と
し
て
、
十
月
九
日（
火
）〜

十
一
日（
木
）長
岡
市
厚
生
会
館
小
ホ
ー
ル
で
名
僧
墨

蹟
展
が
開
催
さ
れ
、
加
盟
団
体
よ
り
広
く
寄
せ
ら
れ

た
揮
毫
に
来
場
者
は
見
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
十
月
十
日（
水
）〜
十
四
日（
日
）長
岡
商
工

会
議
所
美
術
ホ
ー
ル
で
、
本
大
会
記
念
「
良
寛
さ
ん

と
信
仰
の
書
」
展
が
開
催
さ
れ
盛
況
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
で
挨
拶
す
る
中
村
啓
識
大
会
会
長長岡仏教ビハーラを視察する大会参加者

右はビハーラ僧、谷山洋三師

長
岡
市
厚
生
会
館
で
開
催
さ
れ
た「
現
代
名
僧
墨
蹟
展
」

ド
ラ
マ「
歓
迎
！
ダ
ン
ジ
キ
御
一
行
様
」に

抗
議
の
意
見
書

日
本
テ
レ
ビ
系
列
で
、
土
曜
日
午
後
九
時
か
ら
放

映
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
マ
『
歓
迎
！
ダ
ン
ジ
キ
御
一
行

様
』
が
、
宗
教
を
題
材
に
す
る
際
の
配
慮
に
著
し
く

欠
け
る
内
容
の
た
め
、
十
月
二
十
四
日
、
本
会
西
村

輝
成
事
務
総
長
名
で
日
本
テ
レ
ビ
宛
、
意
見
書
を
送

付
し
、
抗
議
を
行
っ
た
。
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十
一
月
七
日
午
後
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、

国
際
交
流
基
金
の
招
き
で
来
日
し
て
い
た
ネ
パ
ー
ル

・
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教
授
、Ｍ

ukunda
R
aj

A
ryal

氏
と
、
本
会
の
西
村
事
務
総
長
、
櫻
井
国

際
文
化
部
長
、
入
西
国
際
文
化
部
次
長
が
、
マ
ヤ
堂

修
復
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
懇
談
を
行
っ
た
。

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
の
午
後
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
本
会
事
務
総
局
（
○
三
―
三
四
三

七
―
九
二
七
五
）
へ
事
前
予
約
の
上
お
い
で
下

さ
い
。 法

律
相
談
室

２００１年１２月１日
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十
一
月
十
四
日
、（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の

島
田
喜
久
理
事
長
が
本
会
事
務
総
局
を
来
訪
。
本
会

が
進
め
て
い
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の

た
め
、
金
百
万
円
の
浄
財
を
寄
託
さ
れ
た
。

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
島
田
喜
久
理
事
長
か
ら
、
マ
ヤ
堂
修

復
事
業
へ
の
浄
財
寄
託
を
受
け
る
、
本
会
西
村
輝
成
事
務
総
長

二
〇
〇
一
年
十
二
月
一
日
発
行

十
二
月
号

第
四
七
四
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

�
�
�
�
�

十
一
月
二
日
、
午
後
一
時
半
か
ら
、
真
言
宗
智
山

派
宗
務
庁
で
、
第
五
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
十
一
回
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
十
二
月
十
一
日
・
十
二
日
の
両
日
、
熊
本

の
菊
池
恵
楓
園
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
と
差
別
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

仏
教
婦
人
連
盟
大
会

十
月
二
十
六
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
帝
国
ホ
テ
ル

で
、
第
四
十
八
回
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
、
同
連
盟
名
誉
会
長
・
大
本
山
善
光
寺

大
本
願
法
主
、
鷹
司
誓
玉
台
下
を
大
導
師
に
、
全
日

本
仏
教
尼
僧
法
団
有
志
を
式
衆
に
迎
え
、
追
悼
法
要

が
厳
修
さ
れ
た
。
次
に
鷹
司
台
下
に
よ
る
御
垂
示
、

同
連
盟
名
誉
顧
問
・
道
明
寺
山
主
、
六
條
照
瑞
上
人

に
よ
る
信
条
唱
和
、
二
條
恭
仁
子
同
連
盟
会
長
に
よ

る
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
島
田
喜
久
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
来
賓
と
し
て
本
会
の
西
村
輝
成
事
務
総
長
が
挨

拶
し
た
。
乾
杯
の
後
の
清
興
で
は
中
国
民
族
楽
器
の

二
胡
、
琵
琶
、
舞
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
郷
愁
に
満
ち

た
音
色
に
、
多
く
の
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

―
十
一
月
―

一
日

理
事
会

二
日

同
和
委
員
会

宗
教
法
人
実
務
研
修
会
出
席

七
日

ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
教
授
と
懇
談

八
日

法
律
相
談
室

局
内
会
議

九
日

印
度
山
日
本
寺
晋
山
式
出
席

十
二
日

日
宗
連
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十
四
日

日
宗
連
理
事
会

大
阪
府
佛
教
徒
大
会
出
席

十
五
日

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会

二
十
一
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
十
二
日

法
律
相
談
室

二
十
七
日

浄
土
宗
差
別
戒
名
物
故
者
法
要
参
列

三
十
日

局
内
会
議

江
連
俊
則
師
（
本
会
常
務
理
事
・
元
副
会
長
）

十
一
月
十
七
日
遷
化

七
十
六
歳

（
財
）埼
玉
県
佛
教
会
会
長

お
願
い

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
迄
、
ご
一

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

哀

悼

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

全日本仏教会ホームページ http://www.jtvan.co.jp/～jbf
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